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17）糖尿病網膜症における AGEs・RAGE の網膜循

環への関与の検討

研究代表者　佐藤　栄一

［目　的］　
　蛋白糖化反応の最終過程で生成される最終糖化生成
物（advanced glycation end products: AGEs） は、 加 齢
や高血糖などにより組織に蓄積される。以前、我々は
増殖糖尿病患者の角膜内に、AGEs が増加しているこ
とを初めて明らかにし 1）、眼組織への AGEs 蓄積と糖
尿病網膜症との関連の可能性を示した。AGEs が血管
壁に蓄積すると、動脈硬化性変化をもたらすことが知
られている。AGEs は糖尿病網膜症患者の網膜組織・
血管に蓄積し、網膜症発症・進展に関与を示す報告が
ある。しかしながら、AGEs と網膜循環動態との関係
については未解明である。
　本研究では、糖尿病網膜症の網膜循環障害の病態を
解明するために、AGEs の一つであるペントシジンに
着目し、それらが網膜循環にどのように関わっている
かを明らかにすることを目的とする。具体的には、２
型糖尿病患者の血中ペントシジン濃度を測定し、網膜
血流の関係を検討する。

［方　法］

　対象は、糖尿病なし 10 名［control 群］（平均年齢；
64 歳、男／女４：６）、２型糖尿病患者 42 名（平均年齢；
61 歳、男／女性：20：22）である。２型糖尿病患者
の内訳は、網膜症なし［DR（—）群］；22 名（平均年齢；
61 歳、男／女性；９：13）、網膜症あり；20 名［DR（＋）
群］（平均年齢；61 歳、男／女性；11：９）であった。
網膜循環測定にはキャノン社製のレーザードップラ眼
底血流計を用いて、網膜血管径、血流速度を測定し網
膜血流量を算出した。また、収縮期血流速度と拡張期
血流速度の比から、血管硬化の指標である Pusatility 

ratio を算出した。静脈血を採血し、血糖値、HbA1C、
コレステロール値を測定した。また、血漿ペントシジ
ン値を ELISA 法で測定した。

［結　果］

　血液検査の結果を表に示す。網膜血管径、血流速度、
血流量は、各グループ間に有意差を認めなかったが（図
１）、Pusatility ratio は DR（＋）群で高値であった（p

＜ 0.05）（図２）。血漿ペントシジンは control 群；0.044 

± 0.010 μ g/ml（平均値±標準偏差）、DR（—）群；0.045 

± 0.012 μ g/ml、DR（＋）群；0.057 ± 0.015 μ g/ml

で、DR（＋）群が有意に高値であった（p ＜ 0.05）（図
３）。血漿ペントシジンは Pusatility ratio と有意な正の
相関関係を認めた（r= 0.419, p=0.016）（図４）。

［考　察］

　本研究において、網膜血管径、血流速度、血流量
はコントロール群、DR（—）群、DR（＋）群の３群
間で差を認めなかったが、血管硬化の指標である Pul-

satility ratio は DR（＋）で有意に高値であった。一般

表　血液検査の結果

図１　control、DR(-)、DR(+) の網膜循環
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